
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
の
火
災

は
、
消
防
体
制
を
強
化
さ
せ
て
い

く
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

消
火
に
は
当
然
水
が
必
要
と
な

る
。
下
水
道
が
引
か
れ
始
め
た
明

治
半
ば
か
ら
は
、
そ
こ
を
せ
き
止

め
取
水
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
下
水
道
に
は
吸
水
の
妨

げ
と
な
る
ご
み
や
泥
が
多
く
、
そ

れ
を
取
り
除
く
の
に
悪
戦
苦
闘
し

た
と
い
う
。
昭
和
十
一
年
に
消
火

栓
が
全
市
に
通
水
さ
れ
る
が
、
そ

れ
以
降
も
、
し
ば
ら
く
は
下
水
道

の
水
が
使
わ
れ
て
い
た
。

中
川
組
か
ら
、
幾
度
か
形
を
変

え
て
き
た
消
防
組
織
。現
在
の「
自

治
体
消
防
」と
な
っ
た
の
は
、昭
和

二
十
三
年
の
こ
と
だ
。
こ
れ
を
境

に
、
質
的
・
量
的
に
も
飛
躍
的
に

発
展
。
消
火
活
動
ば
か
り
で
な
く
、

予
防
に
も
重
点
を
置
く
よ
う
に
な

っ
た
。
今
日
で
は
、
高
層
建
築
物

火
災
や
化
学
災
害
な
ど
複
雑
化
す

る
災
害
に
も
即
応
で
き
る
機
動
力

を
備
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

札
幌
の
消
防
体
制
は
、
こ
れ
ま

で
も
絶
え
ず
充
実
・
強
化
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
さ

せ
た
の
が
、
平
成
七
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
。
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
地
震
に
は
、
常
日
ご
ろ

の
備
え
を
万
全
な
も
の
に
し
、
市

民
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
〝
防
災
都

市
札
幌
〞
を
築
く
た
め
、
札
幌
消

防
の
活
動
は
休
み
な
く
続
く
。

明
治
五
年
の
御
用
火
事
。

そ
の
と
き
札
幌
消
防
の

歴
史
が
始
ま
っ
た

昭和２５年８月、豊平地区は水害に見舞われた。昭和４０年代まで

は、毎年のように市街地を襲った洪水だが、下水道の普及や河

川整備により、今ではほとんど見られなくなった。今日では、

こうした防災害対策も、消防の重要な任務となっている

下の写真は、望楼勤務の様子。２４時間体制

で、火災の早期発見に当たっていた。右の

写真は、平成１３年に完成した消防防災情報

センター。いつの時代も、初期対応の大切

さは変わらない

まとい

明治初期の消防組。中心に写っている纏は、消防組の精神的よりどころ

となり、その下に総力を結集して消火に当たったので、「纒が火を消し

た」と言われるほどであった

円山地区で昭和１９年に行われた防災訓練の様子。戦時中の防災・防火体

制は、空襲に対する備えが最優先だった

待望の２６�級のはしご車が配備
され、望楼の前で放水訓練をす

る様子（昭和２９年）。大通西１

丁目の望楼（昭和２年完成）は

東洋一とも言われ、解体される

昭和４０年まで札幌のシンボルの

一つであった

写
真
提
供：

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
、

札
幌
市
文
化
資
料
室
、
札
幌
市
消
防
局
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